
                               理論政策研修 
中小企業診断士 各位                             平成２３年５月７日 
                     社団法人中小企業診断協会神奈川県支部 
                              支部長 座間 佳明 

 
   平成 23 年度中小企業診断士｢理論政策｣登録更新研修開催のご案内 
拝啓 時下益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
さて、平成 23 年度中小企業診断士｢理論政策｣登録更新研修を下記により開催いたしま

す。受講ご希望の方は、下記の方法で５月 31 日(月)までにお手続いただきますようご案

内申し上げます。                                                          敬具 

記 

１．主   催：社団法人中小企業診断協会神奈川県支部 

２．日程・会場・内容：３ページ以降をご覧下さい。 

３．申   込： 
（１）支部ＨＰ経由協会本部ホームページからの申込【２ページに申込の手順を掲載】 

支部HPから本部HPの申込画面に誘導しますので、この申し込みが一番簡単で、１～

２分で終わります。Myページに未登録の方、診断協会の会員でない方もご利用いた

だけます。 
ホームページから申し込みいただくと、申込時に受講日が確定する、受講票はメール

で届くなどのメリットがあります。 
本部 HP「My ページ」をお使いになっている方は、My ページからもお申込できます。 

（２）ファックスでの申込【申込書は７ページ】 
インターネットにアクセスできない方は、受講申込書をファックス（045-228-7871）
にて支部宛にお送りください。 

 

４．締   切：５月 31 日（月）必着 １～６回 同時受付・同時締切です。 

５．受 講 料：６,０００円 銀行振り込み 
受講申込後、下記の口座へ速やかにお振り込みください。なお、金融機関発行の振込

金受取書などを領収証に替えさせていただきます。 

振込先：横浜銀行横浜駅前支店 普通 3407278 社団法人中小企業診断協会神奈川県支部 

振込の際に 振込依頼人名＝登録番号（６桁の数字）＋氏名  に必ず変更してくださ

い。     
   受講票は、入金確認後５日（事務所稼動日）以内にお送りします。 

HP から申込の方は「メール添付」で、FAX で申込の方は「郵送」でお送りします。 

６．問い合わせ・ご連絡など： 
(1) インターネットから 
http://www.sindan-k.com/shindanshi/serviceguide/koushin.htm（支部休務日も対応） 
(2) 電話または FAX    電話：045－228－7870、FAX：045－228－7871 
 ただし、水曜日を除く平日の 10：00～16：00 
※水曜日と土日祝日は休務日のため「お問い合わせ」などには応じられません 1/7 

http://www.sindan-k.com/shindanshi/serviceguide/koushin.htm
http://www.sindan-k.com/shindanshi/serviceguide/koushin.htm


【支部ＨＰ経由協会ホームページからの申込手順】 

Step1  支部 HP トップページの｢お知らせ｣の受講申込はこちらをクリックする 
       支部HP ップURL：http://www.sindan-k.com/ト  
 
 
 
 
 
Step2  ｢支部理論研修｣画面で新規申込をクリックして、下図の「本部 HP の申込ロ

グイン」画面が開いたら、必要データ（①②③）を入力してログインする。 
     Ｍyページ登録済みの方は、同図左下のこちらからログインから入る（上記

の操作ではエラーが発生） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3  ログイン後「研修申込状況照会」が開くので、「神奈川県支部」を選択して神

奈川の予定を表示させ、その中で受講を希望する回の受付中をクリックする 

 
     
 
 
 
 
 
 
 

受付中 

１ 

２ 

2011 年 5 月 9 日 
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新規申込クリック

で本部ＨＰのこの

画面が開きます 

表示が「受付中」でない日程は、

満席のため申込できません 



Step4  ｢研修申込｣画面で 振込予定日 受講票の取得（受講票は「メールでの送信を希

望する」を選択）を入力後、申込内容確認画面へ をクリックする。 

 

３

１

２

住所等の変更はここから可能です

Step5  ｢研修申込－内容確認｣画面で最終確認後、確定 をクリック 
※ 確定 をクリックするまで、申込は確定しませんので忘れずに！ 

確定をクリックして

申込完了です！ 

【会場のご案内】 
 

：日本大通り駅３番出口徒歩５分 

JR 京浜東北線 

：関内駅南口 徒歩 15 分 

地下鉄みなとみらい線 

交通アクセス： 

 

TEL 045-664-5252 

住所：横浜市中区山下町 24-1  

ワークピア横浜２階ホール 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

日本大通り駅 
３番出口 
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  平成２３年度 理論政策更新研修のご案内   
（敬称略） 

第１回 日 時 平成２３年７月９日（土）13：00～17：00 

テーマ 新しい中小企業政策とは？ ～中小企業が目指すべき姿～ 

時間 13：00～14：00 講師 株式会社パソナ 常務執行役員  檜木 俊秀 

１ 

まずは政府の観点からわが国の考える中小企業政策の全体像の理解を深め、中小企業経営の

課題と政策の関係性について検証を進めていきます。そして政策を上手く活用した具体的な

事例をいくつか挙げながら、これからの中小企業が目指すべき「小さくても強い会社」へ成

長するための極意をお伝えします。中小企業診断士の皆さまが経営支援を行う上で政策を有

効に活用する為の気付きになれば幸いです。 

テーマ 中小企業のリスクマネジメントとＢＣＰ（事業継続計画） 

時間 14：00～15：30 講師 ＩＳＴ経営コンサルティング 代表 石井洋之 

２ 

中小企業経営もグローバル化時代の流れが避けられない中で，ＢＣＰのＩＳＯ化が間近いと

言われている。ＢＣＰの策定支援は，取り組みが遅れている中小企業の持続的発展に欠かせ

ない経営戦略であり，中小企業の経営革新支援の一つとして捉える。これにより顧客からの

高い評価を得るＣＳＲのレベルまで昇華させるＢＣＰとなる。従来の診断士のビジネスに加

えて「ＢＣＰの伝道師」になるための指導ノウハウについて，事例を交えて紹介する。 

テーマ 「海」と「光」のテクノロジー 

時間 15：30～17：00 講師 株式会社 海光社 代表取締役社長 林 宏至 

３ 

 

1946 年水中集魚灯の特許で創業した当社は高比重漁網・綱などの漁業資材とインテリア資材

を生産してまいりましたが、円高や環境の悪化に伴い日本の漁業は衰退してきています。社

内の経営資源や IT を有効に使って、鳥害対策資材や、無機 EL 光源の分野を開拓してきた取

り組みについてご紹介いたします。 

 

 

第２回 日 時 平成２３年８月６日（土）9：00～13：00 

テーマ 中小企業と農商工連携 

時間 9：00～10：00 講師 神奈川県中小企業団体中央会 

部長代理 森川 勝巳 
１ 

本講座は地域経済を自律的に発展させるためには、早急な基盤整備が不可欠であることから、

地域の基幹産業である農林漁業者と商工業等との産業間連携、いわゆる「農商工連携」ができ

ました。そこで事例を紹介しながら農商連携の概要、各地の取組み状況について解説します。

テーマ 経営革新に必要なダイバーシテイ（多様性）の重要性と戦略 

時間 10：00～11：30 講師 （株）ユーデイージャパン           

代表取締役     内山 早苗 

２ 
激動の時代にあっても元気の良い企業はあります。その基本はどこにあるのか。その解は、企

業規模や売上の大小ではなく、多様な人々が共に働き、多様な人々が十分に享受できる社会づ

くりに貢献している企業にあるのではないかと検証されつつあります。 

国連や ISO の基準、超高齢社会がもたらす施策を背景に、今後の企業革新や戦略に欠かせない

視点としてダイバーシティ（多様性の享受）の重要性を、先進企業の事例やデータを参照しな

がら紐解きます。 

テーマ 中小企業の事業再生 

時間 11：30～13：00 講師 ｳ ﾞ ｪ ｵ ﾘ ｱ ･ ｳ ｫ ｰ ﾀ ｰ ･ ｿ ﾘ ｭ ｰ ｼ ｮ ﾝ & ﾃ ｸ ﾉ ﾛ ｼ ﾞ ｰ ㈱

代表取締役社長 吉田 尚人 
３ 

 
中小企業では、リーダーの資質や経営戦略も重要であるが、働く各個人の意識の持ち方や、個

人の意識が統合され形成される組織文化により大きな影響を受ける。組織文化変革の要因は、

組織と個人との好循環な関係を構築すること、多能工を育て効率的分業ではなく一貫業務を中

心としたスタイルを構築すること、社内に知識創造プロセスを定着させ、国内外の必要な知識

を取捨選択し、競争優位を築くことである。 
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第 3 回 日 時 平成２３年９月１０日（土）13：00～17：00 

テーマ 中小企業の経営課題解決に向けて－神奈川産業振興センターの取組－ 

時間 13：00～14：00 講師 神 奈 川 産 業 振 興 セ ン タ ー 

経営支援部経営総合相談室長 栗原正人 

１ 
神奈川産業振興センター(ＫＩＰ)は、「中小企業支援法」に基づき知事から「神奈川県中小企

業支援センター」として指定された神奈川の総合的な産業振興拠点です。県内中小企業が各種

の経営課題を克服し、さらに発展していけるよう、中小企業診断士などの専門家の協力をいた

だきながら、経営改善や事業拡大、販路開拓、海外展開などへの支援事業に取り組んでいます。

こうしたＫＩＰの概要や取組内容などについて紹介します。 

テーマ 中小企業の経営革新支援 

時間 14：00～15：30 講師 藤 村 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル テ ィ ン グ

代表  藤村典子 

２ 

企業を取り巻く環境が大きく変化する中、企業自身も自らがドラスティックに変わっていかな

いと生き残っていけません。しかし、多くの企業が己を変えられずに生き残れないという現実

があります。これまで私が神奈川県や東京都で携わってきた事例を交えながら、真の経営革新

とは何か、己を変えて生き残ろうとするとき、どのような戦略が中小企業にとって有効なのか、

そして中小企業診断士は、企業の経営革新にどのように立ち向かっていくべきなのか、を皆さ

んと一緒に考えてみたいと思います。 

テーマ ストラパックの海外展開事例 

時間 15：30～17：00 講師 ストラパック（株）代表取締役社長 下島敏男 

３ 

 

包装材表商社が「ストラパック梱包機」の開発、製造をはじめて、国内のシェアー 

No.1 になるまでの推移と、海外市場開拓や販売網の確立、アメリカとヨーロッパでの販売拠

点の設置、英国代理店を買収し，価格競争に打ち勝つために，タイランドと中国で生産工場を

立ち上げた経験を，これから進出する企業への参考意見を述べる。 

第４回 日 時 平成２３年１０月１５日（土）13：00～17：00 

テーマ 中小企業の企業再生 

時間 13：00～14：00 講師 ㈱エネルゲイア代表取締役  西川 隆規 

１ 

事業再生は、【現状分析】⇒【経営不振（窮境）要因の把握】⇒【当該要因の改善・除去の

可能性、手法の検討】⇒【具体的な計画】⇒【実行】という基本プロセスで考えることがで

きます。 

財務面、事業面、組織等の改善を考え、現状分析、窮境原因の見極めによって、必要な手法

を検討していきます。本講では事業デューデリジェンス、事業計画書策定の要諦に関して中

小企業診断士として知っておきたい基本的なことを解説いたします。 

テーマ 事業承継のコンサルテイング 

時間 14：00～15：30 講師 中小企業診断士 原 幸雄 

２ 
中小企業のタイムリーかつ円滑な事業承継を実現するためには、経営革新を含む「早期準備」

スキームにより、企業価値を高めるとともに、売却等を含む承継方針を検討することが重要

です。この早期準備を支援する士業として中小企業診断士が最適との立場から、診断協会の

平成 22 年度調査･研究事業として、神奈川県支部のプロジェクトが取り組んだ結果を報告し

ます。 

テーマ 中小企業の事業継承と経営革新 

時間 15：30～17：00 講師 （株）キワヤ商会 代表取締役社長 原 京子 

３ 

 

生き残りがますます厳しくなる中小企業で「事業継承」と「経営革新」を同時に進めてきま

した。ニッチな商材に特化し「物」から「事」への取り組みを行っています。限られた資源

の中での経営革新は、バランスの舵とりが一番難しく、小回りの利くメリットを活かし「挑

戦」と「調整」を繰り返し進路を広げてきました。「ウクレレのある心豊かな暮らしを提案

します」を社命に「ニッチなグローバル企業」を目指します。 
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第５回 日 時 平成２３年１１月１２日（土）13：00～17：00 

テーマ 金融円滑化法下の金融機関対応 

時間 13：00～14：00 講師 企業再建・承継コンサルタント協同組合 

 鈴木 隆雄 

１ 金融円滑化法が施行され 1年が経ち、当初平成 23 年 3 月までとされていた時限立法も延長さ

れました。経営者から金融機関へ返済猶予対応の相談が増える傾向にある一方、各金融機関

に対する金融監査の目は厳しさを増しています。中小企業診断士にとって、金融機関が納得

する「返済猶予」に基づく交渉は不可欠となりつつあります。本講では金融機関の考え方、

金融円滑化法の最新動向、事業計画策定実務について解説いたします。 

テーマ 中小企業のリスクマネジメントとＢＣＰ（事業継続計画） 

時間 14：00～15：30 講師 ＩＳＴ経営コンサルティング 代表 石井洋之 

２ 
中小企業経営もグローバル化時代の流れが避けられない中で，ＢＣＰのＩＳＯ化が間近いと

言われている。ＢＣＰの策定支援は，取り組みが遅れている中小企業の持続的発展に欠かせ

ない経営戦略であり，中小企業の経営革新支援の一つとして捉える。これにより顧客からの

高い評価を得るＣＳＲのレベルまで昇華させるＢＣＰとなる。従来の診断士のビジネスに加

えて「ＢＣＰの伝道師」になるための指導ノウハウについて，事例を交えて紹介する。 

テーマ ＣＳＲを視野に入れ、各マネージメントシステムで会社を活性化する。 

時間 15：30～17：00 講師 プリンス電機（株）取締役社長 寺嶋 之朗 

3 

 

大手企業で１５年近くサラリーマンをしていた講師が、父の創業した中小企業に転職し、良

くも悪くも企業風土の違いに困惑する。おりしも会社は新事業を立ち上げたが失敗し、３期

連続赤字で会社存続の危機に直面する。 

直後に社長になった講師は、ＩＳＯ，ＯＨＳＡＳのマネージメントシステムを導入し顧客満

足、社員満足を追及しＣＳＲ的観点から会社を再生させていく経験談。 

 

第６回 日 時 平成２４年１月１４日（土）13：00～17：00 

テーマ 公的支援事業による小規模企業の再生支援 

時間 13：00～14：00 講師 （株）コンサラート 代表取締役 CMO 覚張 和寿

１ 
小規模企業の事業再生支援では、デューデリデンスから再生計画策定という再生支援の手法

を用いることが困難なケースが多いのが現状です。面談や資料の分析を通じて、経営上の問

題点や具体的な課題を抽出し、解決に向けたアドバイスを行うとともに、関係支援機関や支

援施策等の紹介も求められます。応援センターのコーディネーターと再生支援協議会の相談

員である講師が小規模企業の再生支援について、事例を中心にお話致します。 

テーマ 経営革新に必要なダイバーシティ（多様性）の重要性と戦略 

時間 14：00～15：30 講師 （ 株 ） ユ ー デ ィ ー ジ ャ パ ン

代表取締役    内山 早苗 

２ 
激動の時代にあっても元気の良い企業はあります。その基本はどこにあるのか。その解は、

企業規模や売上の大小ではなく、多様な人々が共に働き、多様な人々が十分に享受できる社

会づくりに貢献している企業にあるのではないかと検証されつつあります。 

国連や ISO の基準、超高齢社会がもたらす施策を背景に、今後の企業革新や戦略に欠かせな

い視点としてダイバーシティ（多様性の享受）の重要性を、先進企業の事例やデータを参照

しながら紐解きます。 

テーマ  中小企業の事業再生 

時間 15：30～17：00 講師 ｳ ﾞ ｪ ｵ ﾘ ｱ ･ ｳ ｫ ｰ ﾀ ｰ ･ ｿ ﾘ ｭ ｰ ｼ ｮ ﾝ & ﾃ ｸ ﾉ ﾛ ｼ ﾞ ｰ ㈱

代表取締役社長 吉田 尚人 

3 

 

中小企業では、リーダーの資質や経営戦略も重要であるが、働く各個人の意識の持ち方や、

個人の意識が統合され形成される組織文化により大きな影響を受ける。 

組織文化変革の要因は、組織と個人との好循環な関係を構築すること、多能工を育て効率的

分業ではなく一貫業務を中心としたスタイルを構築すること、社内に知識創造プロセスを定

着させ、国内外の必要な知識を取捨選択し、競争優位を築くことである。 

注記：第２回のみ、時間が午前中であることにご注意ください。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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           ファックス送信先 ０４５(２２８)７８７１ 
            
           社団法人中小企業診断協会神奈川県支部主催 

中小企業診断士 理論更新研修 受講申込書  
（ファックスまたは郵送用） 

診断士登録番号 お名前 

（ふりがな）       

（氏） （名） 

所属支部

など 
         支部    支会 

協会未所属 
生年 
月日 

昭和 ・ 大正 
年  月  日 

住所 
〒    － 

電話 
番号 

（      ） 
－ 

携帯 ・ 会社 
自宅 ・ その他 
（該当に○を） 

連絡先 
会社 

所属 

（会社へご連絡を希望する場合） 

順位 開催日 順位 開催日 

       7/9（土）pm   10/15（土）pm

      8/6（土）am     11/12（土）pm

     9/10（土）pm        2013 年 
1/14（土）pm 

希望順位 

希望する順に１，２，・・・ 
希望しない日程は × を記入 

送信 

方向 

2011 年 

第１回 

第２回 

第４回 

第５回 

第６回 第３回 

連絡先は「平日の日中に連絡がとれる電話番号」を必ずご記入ください 

本申込書で取得した個人情報は、①理論政策更新研修事業の運営、②支部主催のセミナー、交

流会、実務従事（プロコン塾、診断実務ＷＳ）などの情報提供に限って使用します             
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